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資料３

【目標項目について】
・国民運動として食育を推進することを踏まえて、国民にとって分かりやすさや重点事項との対応関係の観点から、例えば、第４次食育
推進基本計画の目標項目を分けるなどの再構成してはどうか。
国民にとって分かりやすい目標の例
食育に関心を持っている国民の割合
朝食を欠食する子供の割合（重点事項（１）に特に関係）
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上ほぼ毎日食べている国民の割合（重点事項（２）に特に関係）
農林漁業体験を経験した国民（世帯）の割合（重点事項（３）に特に関係）

【目標値について】
・PDCAサイクルによる施策の見直し・改善等を図る観点から、現状値や推移の傾向等も踏まえ、計画期間内での達成可能性を考
慮した目標値を設定してはどうか。
その上で、他計画で設定されている目標値については、違いを明確化した上で、その目標値に基づいて目標値を設定してはどうか。

・４次計画では、16の「目標」と24の具体的な「目標値」の設定があり、目標項目数が多くなることで、分かりにくさも生じているため、
まとめた形などで整理してはどうか。
・重点事項との対応関係を整理することが必要。
・目標値は５年間で達成するという観点で設定することが基本。科学的根拠等に基づき他計画で設定されている目標値について、
計画期間が違うが、異なった目標値を設定することは混乱等につながらないか。
・理想的な数値ではなく、現実的な目標値の設定、または維持でもよいのではないか。あるいは、定義をもう少し丁寧に説明するという
やり方もあるのではないか。

前回までの主なご意見
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・食育推進基本計画の目標は、食育を国民運動として推進するために、共通の目標を掲げ、５年間の計画期間内にその達成を目指
して協力して取り組むことが有効であるなどの考えから、国民運動として食育を推進するにふさわしい主要な項目に目標を設定。（第４
次食育推進基本計画においては24目標値を設定）
・食育推進基本計画の累次の改定を経て、目標項目が増加している。
目標の内容が重なっている1、国民の直接的な行動に関連しない2、と考えられる目標もある。
１の例： ⑨主食・主菜・副菜を組み合わせた食事に関する目標と⑭生活習慣病の予防等のための食生活の実践に関する目標
２の例： ㉔推進計画を作成している市町村に関する目標

・目標値ごとに数値の設定の方法が異なり、数値の示す意図が正しく伝わらない恐れがある。
✓達成可能性等を考慮し、現状値を踏まえて設定している目標値３

✓科学的根拠に基づき、中長期的な視点も踏まえて設定している目標値４

また、目標値の設定が現実的ではないと考えられる目標5がある。
３の例： ③地域等における共食に関する目標（４次計画作成時（R2年度）：70.7% 目標値（R7年度）：75％以上）
４の例： ⑫、⑬野菜、果物の摂取量に関する目標
５の例： ④子供の朝食欠食に関する目標（目標値：０％）

現状・課題

【目標項目について】
①国民運動として食育を推進するにふさわしい主要な項目を、目標項目数を含めどのように考えるか。
②重点事項との対応関係を整理して示すことについてどのように考えるか。
【目標値について】
①現状値や推移の傾向等も踏まえて、目標値をどのように考えるか。
②設定の方法の違いを明確化した上で、５年間の計画期間の目標として、その扱いをどのように考えるか。
⇒その上で、第５次食育推進基本計画の目標の設定をどのように考えるか。
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